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平成１１年 第１回 沼 田 町 議 会 臨 時 会 会 議 録 

平成１１年１月１４日（木）午後３時３８分 開会 

１．出席議員 

  議 長 ４番 吉 尾 政 春 議員      １番 谷 口 清 治 議員 

      ２番 橋 場   守 議員      ３番 大 沼 恒 雄 議員 

                         ６番 吉 田 好 宏 議員 

      ７番 森 井 章 夫 議員      ８番 横 山 峯 生 議員 

      ９番 野   道 夫 議員     １０番 久 保   寛 議員 

     １１番 山 木 一 男 議員     １２番 杉 本 邦 雄 議員 

     １３番 室 田 俊 朗 議員     １４番 中 村   進 議員 

     １５番 山 田 英 次 議員     １６番 伊 藤   初 議員 

 

２．欠席議員  ５番 吉 田 俊 一 議員 

 

 

３．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名 

 
  町   長  篠 田 久 雄  君   

 

４．町長の委任を受けて出席した説明員 

  助   役  （退 職）       収 入 役  篠 田 繁 彦  君 

  総務課長    市 橋 忠 晴  君  財政課長    平 木 昭 良  君 

  産業課長    矢 野   潔  君  水道課長     （不 在） 

  民生課長    半 田 昭 雄  君  振興室長   中 村 幸 雄  君 

  建設課長    藤 間   武  君  和風園園長  清 水 勝 之  君 

  旭寿園園長  高 儀 博 幸  君  在宅介護支援センター所長 佐 藤 幸 一 君 
                    デイサービスセンター所長  
 

５．教育委員会委員長の委任を受けて出席した説明員 

  教育長  久 本 博 美 君     次 長  野 原 耕 次 君 
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６．農業委員会会長の委任を受けて出席した説明員 

  事務局長   （矢 野   潔） 君 

 

７．職務のため、会議に出席した者の職氏名 

  事務局長    石 脇 敏 彦  君  書   記  冨士原   智  君 

 

８．付議案件は次のとおり 

    
   （議件番号）      （件        名）      
    
          会議録署名議員の指名                       
    
          会期の決定                         
    
   議案第１号   平成１０年度沼田町一般会計補正予算について 
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                        開 会   午後３時３８分 

   

              （開 会 宣 言） 

○議長（吉尾政春議長） これより本日をもって招集されました、平成１１年第１回沼

田町議会臨時会を開会致します。定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開

きます。 

   

             （会議録署名議員の指名） 

○議長（吉尾政春議長） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議

員は、会議規則第 120条の規定により、７番森井議員、１２番杉本議員を指名致します。 

   

               （会期の決定） 

○議長（吉尾政春議長） 日程第２、会期の決定を議題と致します。お諮り致します。

本臨時会の会期は本日１日間にしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（吉尾政春議長） ご異議なしと認めます。よって、会期は本日１日間に決しまし

た。 

 

○議長（吉尾政春議長）日程第３、議案第１号、平成１０年度沼田町一般会計補正予算に

ついてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。財政課長。 

〇財政課長（平木昭良課長）議案第１号、平成１０年度沼田町一般会計補正予算について、

平成１０年度沼田町一般会計補正予算を別冊のとおり提出する。 

 平成１１年１月１４日提出。沼田町長名。別冊補正予算の第６号をお開き願いたいと思

います。 

（以下、別冊補正予算第６号朗読） 

○議長（吉尾政春議長）説明が終わりました、これより質疑に入ります。質疑ありません 

か。２番。 

〇２番（橋場 守議員）９頁の農林水産業債、２億４８０万円だけれども、この起債の関

係で利息やそういうやつの関係はどういうふうになっているか。国からなんぼか見てくれ

るのかどうか、それをひとつお聞きしたい。 
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 それから、しらかば館の給湯管の修理がでているのですけれど、これまで毎年のように、

しらかば館の修理、補修というかそういうやつの費用が、出てくるのだけれど、しらかば

館の方はずんずん古くなりますし、ほたる館の方もそろそろ色んな傷みが出てくるのでな

いかなと思うのだけれども、これからの見通しとして、どういうふうに補修が掛かるのか、

そういう見通しがあれば聞かせて頂きたいなと思います。 

 それと、さっきの説明で、２００万ですか、国から来ると言ったけども、説明を聞いて

いる中で、しかし、ばかばかしい事をやっているなあと思って聞いてました。こういう仕

事をやらされると、職員の人も相当苦痛ではないかと思うのです。そういう事やら、職員

の仕事の内容からそれから書類やなんかして、実際２００万で間に合うのかどうか、ちょ

っと聞かせていただきたい。 

○議長（吉尾政春議長）それは、地域振興券の事ですね。 

〇２番（橋場 守議員）はい。 

○議長（吉尾政春議長）財政課長。 

〇財政課長（平木昭良課長）まず先程の、２億４８０万円の地方債でございますけども、

従前は一般単独という事で、補正予算債の充当率が８０％でございましたけども、今回は

１００％という事で、これも補正予算債ですから財源充当のあるもので、金利は借りる登

記の政府の資金のレートであります。その時期に借りますので、多少、今借りる訳でござ

いませんから、そのころ５月頃だと思いますけれども、そのころのレート、多分国ですか

ら、そんなには高くございません。 

○議長（吉尾政春議長）建設課長。 

〇建設課長（藤間武課長）しらかば館の補修の関係でございますけれども、今回補正して

いる部分につきましては、風呂の排せん関係でございまして、もう既に新しい風呂になっ

てから、新しい風呂が出来てから６年程度になろうかと思いますけれども、特に町の温泉

につきましては硫黄泉でございまして、配管が非常に腐食が早いのです。しらかば館の方

も、ホテル側も随時手当を自分でしながら、我慢しながら今まで使ってきていたのですが、

今現状と致しましては、手当をする、そうすると弱い方にまた、穴が空いていくというよ

うな、かなり管自体が薄くなってございますので、風呂を休止してやるわけにもいきませ

んので、今回補正をして全面的に配管関係を直したい。昨年、しらかば館でまた補正をし

て直した部分がございますが、あれは外工というか、風呂の回りがちょっと埋め戻しが悪

くて、埋め戻しの土が悪くて、当時灰系で埋め戻したものですから、それが雨と一緒に流
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れ込んでしまう状況で去年はそれを止めるということで、補修させて頂きました。 

 それで、見通しとしては、現在この７００万の中で、ほたる館の新しい方の水道ポンプ

も多少弁が壊れておりますので、それらも一緒に２基なのですが直したいというふうに考

えてございます。これまでやりますと、大体配管関係の回りは一段落するのかなというふ

うに見ております。 

○議長（吉尾政春議長）民生課長。 

〇民生課長（半田昭雄課長）地域振興券の関係なんですけども、予算をみていただければ、

大体役場に入ってくるのは６０万位。あとはそれぞれ、かかる経費、防災代であるとか印

刷代とかにかかってくる訳でございますけども、２００万の内、そういうった事ですから、

ただ職員を増やしてやっている訳でございませんし、大変忙しい思いはしていますけれど、

沼田町の商店会の振興という事を考えれば、効果があると考えてございますから、これも

仕方ないかなという感じでございます。 

○議長（吉尾政春議長）他に、質疑ございませんか。９番。 

〇９番（野 道夫議員）１２頁ですけれども、農業総務費の関係で、２,１５０万円の稲

作経営の安定の利子の助成金についてですけれども、この関係については、農地取得関連

利息をということになっておりますが、この中身について何％位の利子補給をするのか、

それらについてちょっと中身的に、これらの説明を願いたいと思います。 

○議長（吉尾政春議長）産業課長。 

〇産業課長（矢野 潔課長）一応、末端金利を農地取得資金、これにつきましては2.2％。

それからもうひとつ、関連を致しまして、取得資金は８割の借り入れでありまして、２割

あふれた分を総合施設で借り入れている。総合施設は非常に金利が高い訳でありまして、

その年で金利の格差がありますけども、この総合施設資金は3.5％。末端金です。前段申

し上げました、農地取得資金、これは3.5％が通例でありますけれども、これを2.2％末端

金とする。この積み上げの、利子助成額でございます。 

○議長（吉尾政春議長）ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（吉尾政春議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入りま 

す。ご意見ありませんか。２番。 

○２番（橋場 守議員）ひとつ町長にお願いをしたいんですが、１２月の一般質問でも、 

これは商品券問題では、天下の愚作だと、ただし、老人の人達、低所得の人達に二万円が
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入るので、これはその人達にとっては良い事であるから反対はしませんけれど、こういう

まわりくどい実際には、用紙も莫大な用紙を使って、それから労力を使ってやる事業なん

ですよ。もっと簡略に、直接そこへ行くようなそういう制度にするべきであるという事を、

国に対して強く意見を言われるように要求しまして、賛成を致します。 

○議長（吉尾政春議長）ほかに、討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（吉尾政春議長）お諮りいたします。討論を終結し、本案について採決致します。

お諮りいたします。議案第１号は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（吉尾政春議長）ご異議なしと認めます。よって本案は、原案のとおり決しました。 

 

○議長（吉尾政春議長）以上で、本臨時会に付議された案件は全て終了しました。これに

て平成１１年第１回沼田町議会臨時会を閉会致します。ご苦労様でした。 

１５時５９分 
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会議の経過を記載し、その内容に相違ないことを証するためにここに署名する。 

 

             議  長 

 

             署名議員 

 

             署名議員 


